
 

 

 

 

 

第 39 回 放送番組審議会 議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 5月 29 日（月） 

株式会社有明ねっとこむ 

 



■第 39 回 放送番組審議会 

 

1.開 催 日 時 令和 5 年 5 月 29 日（月）16 時 00 分～ 

 

2.開 催 場 所 株式会社有明ねっとこむ １階会議室 

 

3.出 席 者 委 員 長： 石丸 智士 

副委員長： 香山 眞理子 

委 員： 松﨑 義和、大石 教義 

 （計 4 名） 

放送局側： 納冨 和由紀（代表取締役専務）、永江 美穂（ＦＭたんと局

長）、原 沙也加（放送番組審議会事務局） 

 （計 3 名） 

 

4.議 題 審議番組： 「春まつり 公開生放送 in ゆめタウンシティーモール」 

令和 5 年 5 月 6 日（日）11：00～12:00 放送分 

13:00～14：00 放送分 

 
 

5.議事の内容  議題の番組について放送局側から概要を説明した。 

【 放 送 局 】 この番組は、FM たんとが荒尾のゆめタウンシティーモール

で開催した公開生放送です。 

MC は、FM たんとパーソナリティの西村赤音と原えいじで

す。 

番組は、2 部構成で、1 部が 11：00 から 12：00 まで、2 部が

13：00 から 14：00 までで、ゆめタウンシティーモール 1 階の

センターコートのステージから、店舗の中継や、ゲストのトー

クショー、イントロクイズなどを生放送しました。 

 

 

 

 

 

 



 

 実際の音源を聴き、以下のとおり、各委員からの審議番組に関しての意

見、また放送局側からの発言があった。 

 

【 委 員 】 MC が上手だった。 

会場の楽しい雰囲気が伝わってきて良い放送だった。 

音響機器等は、シティーモールにあった物を使用したのか。

音が割れた部分があったが、公開生放送なのである程度は

仕方ない事だろうと思った。 

 

【 放 送 局 】 音響機器は、業者から機材を借り、FM たんとの社員が操作

を行った。今回、会場の音と放送の音を別のラインで取って

おり、会場の音はきれいだったが、放送で聴き苦しい所があ

った。 

 

【 委 員 】 MC は常にステージにいたのか。 

一部パーソナリティのテンションが気になった。  

 

【 放 送 局 】  2 人の MC は常時ステージにいたが、後半の一部分で、

MC の 1 人が中継に行った。その際、ステージでのおしゃべ

りや動きが無い状態になっていた為、今後は、ステージ前の

観客にも配慮した企画を考えたいと思う。 

また、会場の盛り上がりが放送で伝わる様に客席に向 1 本

マイクを置き、音を取ろうと思う。 

パーソナリティのテンションについては、今後は楽しいイベ

ント放送に相応しいパーソナリティを選んでいきたい。 

 

【 委 員 】 観客は何人くらい集まったのか。 

 

【 放 送 局 】 40 席程用意した座席がすべて埋まり、ステージ周りや 2 階

からの立ち見のお客様も合わせ 100 人程は集まったと思う。
 

6.次回の会議 令和 5 年 7 月（日時は未定） 

 

7. 審議機関の答申又は意見の概要公表 

 自社ホームページに掲載（令和 5 年 6 月 6 日掲載） 


